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1 『人間本性論』における信念  
ヒュームは、我々が因果推理を行うときに思い抱く信念を、「現在印象






































                                                

























で説明しようと努めているのである。(T 1.3.7.7; SBN629) 
                                                





























の性質と秩序にあるのではなくて、観念が想い抱かれる仕方 (the manner of their conception)















念をいだくことに向かうのである(T 1.3.8.2; SBN99)。 
 ヒュームによると、我々が強く生き生きした観念を持つようになるのは、印
象から観念へ心が自然に移行するからである。そして、信念として想い抱かれ



































                                                
9 本稿における信念の理論は、『人間本性論』におけるものであって、『人間知性の探求(An 
Enquiry concerning human understanding, 1748)』やその他の著作におけるものとの吟味がなさ
れていないことを、あらかじめ断っておく。それについては今後の課題となるが、『人間本
性論』における信念についての説明と『人間知性探求』における信念についての説明に、




















































                                                
10 Capaldi [1975] p.121 




















































(T 3.2.3.4n ; SBN504n)。観察事例の数が増えて習慣の影響が強まることによって、
そして類似の程度が強まることによって、想像力の働きは活性化される。活性
化された想像力は、関係付加の働きを強める。したがって、習慣、及び類似の



















1.3.13.11; SBN149)。そこで、一つ目の一般規則を、想像的一般規則[General Rule 
of the Imagination、以下では GR-Iと略記]と呼ぶことにする。 
 
































るのが、GR-Iとは異なる、別の一般規則である(T 1.3.13.11; SBN149)。 
 










































性的一般規則[General Rule of the Understanding、以下では GR-Uと略記]と呼ぶ
ことにしよう。 
 































2.5 反省と心の強さ  
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